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輸出す る 際の 注意事項 

本 製品 （ソフト ゥ ヱア） は、 日本国内 仕様で あり、 外国の 規格 等には 準拠して おり ま 
せん。 

本 製品は 日本 国外で 使用され た 場合、 当社は 一切 責任を 負い かねます。 また、 当社は 
本 製品 に 関し 海外での 保守 サー ビス およ び 技術 サ ポー ト 等は 行って おりません。 


はじめに 


本 補足説明 書では， 『日本語 MS-DOS (Ver 5.0) 基本 機能 セット』 に同梱 されて い 
る マニュアル に加え、 さらに 解説が 必要と 思われる 機能に ついて 記述して おり ます。 
また、 日本語 MS-DOS (Ver 5.0) を 使用す る 際の 注意事項 も 記述して おります の 


で、 必ず お S 壳 みく たさい 0 


【本 製品 ご 使用 にあたって の 注意事項】 


• 市販の ソフトウェアの 中には、 使用す る 日本語 MS - DOS の バー ジョンを 限定して い 
る ものが あり ますので ご注意く ださい。 

•『基本 機能 セット』 の ディスクは ファイルが 圧縮され ている ため、 そのままでは 利用 
できません。 ご 利用の 際は 「インストール ガイド」 に 従って 運用 ディスクを 作成し 
てく ださい。 

•プロ テク ト のかかった ソフト ウェア、 システムの 情報を 直接 参照して いる ソフト ウ 
ェア、 EMS / XMS 機能 以外の 方法で 披張 メモリ を 使用して いる ソフト ウヱア 等は 一 
部 動作 不良を 起こす ものが あ ります。 

•日本語 MS-DOS ( Ver 5.0) の 機能 拡張に ともない、 各 コマンド などの ファイル 容 
量が 増加して いますので、 フロッピィ ディ スク への イ ンス トールの 際は ご注意く だ 
さい。 （フロッピィ ディスクに インストールした 場合、 運用 媒体は 4 枚になります.） 

• V 30、 8086 CPU 搭載 機 （ PC -98 LT 、 HA を 除く） や 本体 内 メモリが 640 キロバイト 
の 機種で 使用した 場合、 ユーザーズ メモリが 日本語 MS-DOS ( Ver 3.3 C ) と比べて 
約 15 キロ バイ ト 減少し ます。 

•アプリケーションを ご 使用の 際に メモリ が 不足す る 場合は、 DOS シェ ノレ^ DOSKEY 
等の コマン ドを はずして く ださい。 

• PC - H 98 シリ ー ズでご 利用で き る ユーザー 定義 文字は、 全角 文字 219 文字の みです。 

• PC - H 98 シリーズで 利用 可能な メモリ 容量は、 最大 14. 6 メガ バイ トです。 



目 次 

1. 他の OS 製品との 関係 1 

(1) MS- DOS 3. 3 x からの 移行 1 

(2) MS - WINDOWS(Ver 3.0) を 使う 際の 注意 2 

(3) MS - WINDOWS (Ver 3 . 0 A ) を 使う 際の 注意 4 

(4) MS-DOS 5.0 から 3. 3 x に 移行す る 際の 注意 4 


2 • MS-DOS を 起動す る ディ スク ドライ ブの 設定 5 

(1) 自動 起動の 設定 5 

(2) 固定 ディ スク 起動 メニュー プログラムの 起動 5 

3. MS-DOS 5.0 に 未 対応の FEP を 使う 一 KKCSAV.SYS 6 

4. 3.5 イ ンチ光 テ' ィ スク 7 

(1) MS-DOS の 起動 7 

(2) ドライブ 名の 割り当て 8 

5. DOS シェルを 使用す る 際の 注意 9 

(1) DOS シェルを タスク •スワップ •オンで 使用す る 場合の 注意 9 

(2) アプリケーションプログラムに 付属す る マウス ドライバを 使用す る 場合の 注意 10 

(3) その他の 注意事項 11 


6. その他の 注意事項 


13 


1 . 他の OS 製品との 関係 


MS-DOS 3.3 x から MS-DOS 5.0 に 移行す る 場合 や、 MS- DOS 5.0 上で MS - WIN - 
DOWS を ご 使用になる 場合は、 次の ことに ご注意く ださい。 

(1) MS-DOS 3.3x からの 移行 


MS-DOS 3.3 x から MS-DOS 5.0 に 移行す る 場合は 次の 手順で イ ン ストールを 行っ 
てく ださい。 

① 本 補足説明 書と 同梱 されて いる 「インストール ガイド」 に 従って、 MS-DOS 5. 
0 を MS-DOS 3.3 x の 入って いる ドライブに インス トールし ます。 


② MS-DOS 5.0 の インストール 時に 作成され た 新しい CONFIG . SYS ファイルは 
MS-DOS 3.3 x の 運用 時の CONFIG . SYS ファイル （ CONFIG . OLD にリ ネーム 
されて います） を 考慮して 作成され ています が、 環境に よっては 正常に 動作し な 
い 場合が ある ため、 MS-DOS 3.3 x 運用 時の CONFIG . SYS フ ァイ ルを 参考に し 
て 追加/削除を おこないます。 

また、 ADDDRV コマン ドで 指定す る デバイス ドライバ 定義 ファイル も MS-DOS 
5.0 の デバイス ドライバを 使用す るよう に 修正す る 必要が あ ります。 


I 注意] MS-DOS 3.3 x と 5.0 で 同名 または 同 機能の デバイス ドライバは、 必ず MS 
-DOS 5.0 の デバイス ドライバを 使用す るよう に 設定して く ださい。 

③ MS-DOS 3.3 x で アプリケーションプログラムを メニューに 登録して ご 使用に な 
っ ていた 場合は、 登録して いた メニュ ー ファイル （ xxxx . MNU ) を MENUCONV 
コマン ドを 使って DOS シヱ ルに 登録し ます。 

【書式】 

MENUCONV [ドライブ：] [パス] ファイル 名 1 [[ドライブ：] [パス] ファイル 名 2] 


ファイル 名 1 : 変換 元の メニュー ファイル 名を 指定し ます。 

ファイル 名 2 : 変換 先の DOS シヱ ル 用 INI ファ イ ル 名 を 指定し ます。 

(ファイル 名 2 を 省略した 場合は DOS シェルの メニュー 
が 記述され る “ DOSSHELL . INI ” に 変換し ます.） 


【使用例】 

次の例では、 MS-DOS 3.3 x で 使用して いた メニューの 内容を DOS シェルに 登 
録 します。 

なお、 メニューの 内容が 登録され ている AP . MNU ファイルが A ドライブの デ 
ィ レクト リ ¥ AP にあり、 ディレクトリ ¥ DOS に MS-DOS 5.0 が インスト ー ル さ 
れ ている ものと して 説明し ます。 

また、 @ は リターン キーの 入力を 表し、 (アンダーライン） は 入カ データを 

表します。 


MENUCONV A : ¥ AP ¥ AP.MNU A : ¥ DOS ¥ DOSSHELL . INI pi 


MENUCONV コマン ドの メ ッ セージに 従って 操作し、 MENUCONV コマンド 
が 終了す ると DOS シヱ ルへの 登録は 終了です。 


I 注意] 1. 「メニューの 終了」 の 項目は DOS シェルには 登録で きません。 

2. メニュー タイトル、 メニュー 項目 名が 半角 文字で 23 文字 （全角 11 文字) 
を 超える 場合は DOS シェルに 登録す る 際に 半角 23 文字 （全角 11 文字） を 
超えた 部分が 切 り 捨てられます。 

3. DOS シェルの メニューを 記述す る ファイル （ DOSSHELL . INI ) を 直 
接 エディ タで 編集す る 場合は、 ” [ programstarter ]” と ” group =” の 記述 
は、 削除し ないで ください。 削除した 場合は、 MENUCONV コマンドに 
よる 登録は できません。 

(2) MS-WINDOWS(Ver 3.0 ) を 使う 際の 注意 

MS-DOS 5.0 上で MS-WINDOWS (Ver 3.0) を ご 使用になる 場合は、 次の ことに ご 
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注意く ださい 0 


① 以下の デバイス ドライバは、 MS- DOS 5.0 に 添付の デバイス ドライバを 使用し 
てく ださい。 

1. HIMEM.SYS 

2. SMARTDRV.SYS 

3. RAMDISK.SYS 

4. EMM 386 . SYS ( MS-DOS 5.0 では EMM 386 .EXE となります.） 


I 注意] MS - WINDOWS(Ver 3.0) が 先に インストールされ ている 場合は、 MS - 
DOS 5.0 の インストール 時に CONFIG . SYS ファ イノ W 便 新され、 MS-DOS 
5.0 に 添付の デバイス ドライバが 設定され ます。 

② MS - WINDOWS (Ver 3.0) のかな 漢字変換で 〈 AI かな 漢字変換 （ MSKANJI . 
EXE )> を 使用す る 場合は、 MS-DOS 5.0 に 添付の かな 漢字変換 ドライバを 使用し 
てく ださい。 

かな 漢字変換 ドライ バの 変更は、 CONFIG . SYS ファイル ま たは WINSTAR - 
T . BAT ファイルの ADDDRV コマンド で 指定す る デ バイ ス ドライ バ 定義 フ ァイ 
ルを 修正す る 必要が あ ります。 

【修正 例】 

• CONFIG . SYS ファイル または デバイス ドライ バ 定義 ファ イ ルを 修正す る。 

修正 前 : 

DEVICE = A : ¥ WIND 0 WS ¥ NECAIK 1 . DRV 
DEVICE = A : ¥ WINDOWS ¥ NECAIK 2 .DRV 

修正 後 : 

DEVICE = A : ¥ D 0 S ¥ NECAIK 1 .DRV 
DEVICE = A : ¥ DOS ¥ NECAIK 2 • DRV 
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(3) MS - WINDOWS ( Ve 「 3.0 A ) を 使う 際の 注意 


MS-DOS 5.0 上で MS-WINDOWS (Ver 3.0 A) を ご 使用になる 場合は、 次の ことに 
ご注意く ださい。 


① すでに MS-WINDOWS (Ver 3.0A) が インストールされ ている システムに MS 
-DOS 5.0 を インス トールす る 場合は、 MS-DOS 5.0 のイ ンス トールに 作成され た 
CONFIG • SYS ファイルを そのまま ご 使用 ください。 

また、 ADDDRV コマンドで 指定す る デバイス ドライバ 定義 ファイルは、 MS- 
DOS 5.0 にあわせて 修正す る 必要が あ ります。 

\ km \ 同名 または 同 機能の デバイス ドライバは、 必ず MS-DOS 5.0 の デバイス ド 
ライ バを 使用す るよう に 設定して く ださい。 

② 先に MS-DOS 5.0 が インス トールされ ている 場合は、 そのまま MS-WINDOWS 
(Ver 3.0A) を インス トールし てく ださい。 


⑷ MS-DOS 5.0 から 3.3 x に 移行す る 際の 注意 


MS-DOS 5.0 が インストールされ ている ドライブに MS-DOS 3.3x を 再 インスト ー 
ルす る ことは できません。 

再イ ン ストール する 場合は、 MS-DOS 5.0 の FORMAT コマン ドで 領域 解放して か 
ら MS-DOS 3.3x を インス トールす る 必要が あ ります。 


[T 主意 1 1. 重要な ファイルは、 領域 解放を 行なう 前に 必ず COPY コマンド 等で バ 
ッ ク アップし てく ださい。 

2. MS-DOS 3.3x の SYS コマンドで MS-DOS 5.0 の ドライブに システム 
フ ァイ ルを 転送す る こと はでき ません。 

3. MS-DOS 5.0 上で MS-DOS 3.3x の コマンドを 実行す る ことは でき ま 
せん。 


2. MS-DOS を 起動す る ディスク ドライブの 設定 


MS-DOS 5.0 では、 MS - DOS を 起動す る ディスク ドライブの 設定 方法が MS-DOS 3. 
3 x から 変更され ています の で 次の ことに ご注意く ださい。 


(1) 自動 起動の 設定 


ノーマル モー ドで、 固定 ディ スク から 固定 ディ スク 起動 メニューを 経由せ ずに 自動 
起動させる ための 操作 方法を 次の よう に 変更し ま した。 


従来 

1. 固定 ディスク 起動 メニュー プログラムで rg 動 起動の 設定」 をす る。 

2. SWITCH コマン ドで 「起動 装置 二 HD 」 にす る。 

(DIP SW の 2-5 を ON ) 

変更 後 

1. 固定 ディスク 起動 メニュー プログラムで 「自動 起動の 設定」 をす る。 
( SWITCH コマン ドの 実行を 不用に しました。） 

(2) 固定 ディスク 起動 メニュー プログラムの 起動 

ノーマル モー ドで 自動 起動の 設定を 行った 場合に、 固定 ディ スク 起動 メニュー プロ 
グラム を 起動す るた めに は 丨 TAB 丨 キーを 押 しながら 電源 を オンに します。 


| 注意 | (1) ハイ レゾ モードは 従来の 操作 方法から 変更され ていません。 

(2) 2 台 以上の 固定 ディ スクを ご 使用の 場合に、 2 台 目 以降の 固定 ディ ス 

クに MS-DOS 5.0 を インストールした 場合は、 従来の 方式から 変更され 
ません。 

※ 詳しくは、 インストール ガイドの 『2.5 ディスク ドライブを 増設す るには』 の 
『 MS - DOS を 起動す る ディ スク ドライ ブの 設定』 を ご 参照く ださい。 


3 • MS-DOS 5.0 に 未 対応の FEP を 使う KKCSAV.SYS 


MS-DOS 5.0 では、 MS-DOS 3.3 x で 使用して いた 日本語 FEP (Front End Proces - 
sor ) そのまま 動作し な い 場合が あ ります。 

このため、 MS-DOS 5.0 では 日本語 入力を サポート する 日本語 FEP のうち MS-DOS 
5.0 に 未 対応 の ものを 動作 させる デバイス ドライバ として KKCS A V . SYS を サポートし 
ています。 

MS-DOS 5.0 に 未 対応の 日本語 FEP を 使用す る 場合は、 CONFIG . SYS ファイル また 
は デバイス ドライバ 定義 ファイルを 次のように 修正して く ださい。 

【修正 例】 

• CONFIG . SYS ファイル または デバイス ドライバ 定義 ファイルを 修正す る。 

修正 前 : 

DEVICE =[ 使用す る 日本語 FEP の 指定] 

修正 後 : 

DEVICE = [ドライブ 名] [パス] KKCSAV.SYS 
DEVICE = [使用す る 日 本 語 FEP の 指定] 


注意 j 1. KKCSAV . SYS は、 必ず 使用す る 日本語 FEP よりも 前に 指定して くだ 
さい 。 

2. 複数の 日本語 FEP を 組み込んで 使用す る ことは でき ません。 

3. 使用す る 日本語 FEP によって は、 KKCSAV . SYS を 組み込んでも 使用 
できない 場合が あります ので、 ご注意く ださい。 

4. SETVER コマンドと KKCSAV . SYS の 両方を 使用す る 必要の ある 日本 
語 FEP も あり ますので ご注意く ださい。 


4. 3. 5 インチ 光ディスク 


MS-DOS 5.0 では、 3. 5 イ ンチ光 ディ スクを サポート しています。 

3. 5 イ ンチ光 ディ スク は、 フロッピィ デイ スクと 同様に 扱う ことができ ます。 


ユニット の 種類 

最大 ユニット 数 

最大 ドライブ 数 

ディ スクの 大きさ 

3. 5 イ ンチ光 デイ スク 

2 

2 

3. 5 イ ンチ 


1. 3. 5 イ ンチ光 ディ スク では 固定 ディ スク のように 領域を 分割して 使用す る 
ことは できません。 

2. INSTDOS 、 FORMAT 、 DISKCOPY コマンドでは 3.5 インチ 光ディスク 
装置が 接続され ている 場合に のみ メニューに 表示し ます。 

3. SCSI の インターフェースに 接続す る 周辺機器は、 SCSI の ID が 連続して 
いなくて はなり ません。 

(1) MS-DOS の 起動 


3. 5 イ ンチ光 ディ スタを 接続した 環境で MS-DOS 5.0 を 起動す る 場合、 以下の 順序 
で ドライブを 検索し ます。 

« ノーマル モー ドでの 起動 

ノーマル モードで、 本体が 出荷 時の 初期 状態 （「起動 装置 =標 準」 時で 自動 起動の 
設定が されて いない 状態） の 場合、 次の 順序で ディスク ドライブを 検索し 最初に 見 
つか っ た 起動 可能な ド ライブから システムを 起動し ます。 

640 K バイト タイプの フロッピィ デイ スク ドライブ 

i 

1 M バイト タイ プの フロッピィ デイ スク ドライブ 

3. 5 イ ンチ光 ディ スク ドライブ、 光 デイ スク ドライブ 


( SCSI の ED の 小さな も のから 検索 します) 

I 

固定 ディスク ドライブ 


鲁 ハイ レゾ モー ドでの 起動 

ハイ レゾ モー ドでは CTRL キーを 押しながら 電源を オンに すると 次の 順序で ディ 
スク ドライブを 検索し ます。 

3. 5 インチ 光 ディ スク ドライブ、 光 ディ スク ドライブ 
( SCSI の ID の 小さ な ものから 検索し ます） 

i 

フロッピィ ディスク ディスク ドライブ 

(2) ドライブ 名の 割り当て 

3.5 インチ 光 ディ スク ドライブが 接続され ている 場合に MS - DOS で 使用す る ドライ 
ブ 名の 割 り 当ては 次のと おり です。 


起動 ドライブ 
の 種類 

640KB FD 
1MB FD 
3.5 OD 
HD 

SCSI HD 
OD 


割り当て 順序 
( A :、 B :、 …… ） 

640KB FD— 1MB FD —HD —SCSI HD - >OD — 3.5 OD 

1MB FD —640KB FD^HD —SCSI HD — OD — 3.5 OD 

3.5 OD —640KB FD— 1MB FD^HD —SCSI HD— OD 

HD —SCSI HD — OD —640KB FD—1MB FD — 3.5 OD 

HD - >SCSI HD —OD 4640 KB FD— 1MB FD — 3.5 OD 

OD —HD —SCSI HD—640KB FD—1MB FD— 3.5 OD 


640 KB FD 

: 640 K バイ ト タイプ フロッピィ ディ スク 

1 MB FD 

: 1 M バイ ト タイプ フロッピィ ディ スク 

3.5 OD 

: 3.5 イ ンチ光 ディ スク 

HD 

: 固定 ディ スク 

SCSI HD 

: SCSI インター フ ヱース による 固定 ディ 

OD 

: 光ディスク 


5. DOS シヱ ルを 使用す る 際の 注意 


(1) DOS シヱ ルを タスク •スワップ • オンで 使用す る 場合の 注意 

DOS シェルを タスク • スワップ •オンで ご 使用になる 場合は、 次の ことに ご注意く 
ださい。 

① DOS シヱ ル 上で タスク. スワップ. オンの 状態で グラフ 画面を 使用す る アプリ 
ケー ション プログラムを 実行す る 場合は、 グラフ 画面を 使用す る アプリ ケー ショ 
ン プログラムを 以下の 手順で 「プログラム リスト」 に 登録して く ださい。 

【登録 方法】 

1. メニュー バーの 「ファイル」 を 選択し ます。 

2. プルダウン メニューから 「新規 登録」 を 選択し ます。 

3 . 「プログラムを 登録す る」 を 選択し ます。 

4. 「プログラム •タイ トル」、 「コマンド」 等、 必要な 登録 情報を 入力 欄に 入力 
します。 

5. 次に 「その他 」 を 選択し、 次の ダイアログ ボックスを 表示し ます。 

6. ビデオ • モードを 「グラフ ィ ッ クス」 に 設定し、 「了解」 を 選択し ます。 


注意 (1) ビデオ • モードが 「グラフ ィ ッ クス」 で 登録され ていない 場合は、 夕 
スク • スワップの 際に グラフ 画面の 情報が 退避され ません ので、 再度 ア 
プリ ケー ショ ン プログラムに 切り替えた 際に、 正しく アプリ ケー ション 
プログラムの 画面を 表示す る ことができ なくなり ます。 

(2) ご 使用になる アプリケーションプログラムに よっては、 ビデオ •モー 
ドを 「グラフィックス」 で 登録しても、 アプリケーションプログラムを 
切り替えた 際に、 画面 表示が 乱れる 場合が あ ります。 

② DOS シェル 上の コマン ド プロンプトから グラフ 画面を 使用す る アプリ ケー ショ 
ン プログラムを 起動す る 際には、 コマン ド プロンプトが グラフ モー ドで 起動され 
ている 必要が あ ります。 
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① のと 同じ 手順で 「プログラム リスト」 に “ COMMAND . COM ” ファイルの ビ 
デ オ • モードを 「 グラフ イッ クス」 で 登録して ください。 

区 主意 丨 （1) 「プログラム リスト」 にあら かじめ 登録され ている “ コマンド プロ ンプ 
卜”の ビデオ •モードは、 「テキスト」 で 登録され ています。 

(2) 「ファイル リスト」 に 表示され ている ファイルを 選択して プログラムを 
起動した 場合の ビデオ •モードは、 「テキスト」 で 起動され ます。 

(3) 丨 shift 丨 + fFil キーで 起動され る コマン ド プロ ンプト の ビデオ. モード 
は、 「テキスト」 です。 

③ DOS シェルを タスク. スワップ. オンの 状態に して 起動した コマン ド プロ ンプ 
卜 上では、 ADDDRV コマンドを 実行す る ことは できません。 実行す ると 次の よう 
な エラー メ ッ セージが 表示され コマン ドの 実行を 中止し ます。 

「 DosShell タスク 切り 替え 内の コマン ド プロ ンプト では 実行で き ません。」 


④ 通信の 実行中 や プリンタに 印刷 中の タスク • スワップは、 行わない でく ださい。 
タスク • スワップを 行う と、 処理が 中断され るた め 正しい 結果を 得られない 場合 
があります。 

⑤ 同じ アプリ ケー ション プログラムを 複数 起動し ないで く ださい。 

⑥ ファイル 等の 資源を 共有す る プログラムを 複数 起動し、 タスク •スワップを 行 
う と ファイル や システムが 破壊され てし ま う 恐れが あり ますので ご注意く ださい。 

(2) アプリケーションプログラムに 付属す る マウス ドライバを 使用す る 場合の 注意 

DOS シヱ ル 上で アプリ ケー ショ ン プログラムを ご 使用になる 場合に、 アプリ ケー シ 
ョ ン プログラム 独自の マウス ドライバを 使用す る 場合は 次の 手順で アプリケーション 
プログラムを 起動して く ださい。 


【起動 方法】 

1 . アプリ ケー シヨ ン プロ グラムが 使用す る マウス ドライバを CONFIG . SYS フ 
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ァイル または ADDDRV コマン ドで 使用す る デバイス ドライバ 定義 ファイル 
に 記述し、 システムに 組み込みます。 

2. 日本語 MS-DOS (Ver 5.0) に 付属の MOUSE . COM を 起動し ます 0 

3. DOS シヱ ルを 起動し ます。 

4. DOS シェルを “ タスク •スワップ •オン” に 設定して、 アプリケーション 
プログラムを 起動し ます。 


⑶ その他の 注意事項 


① DOS シヱ ルを タスク •スワップ • オフの 状態に して 起動した コマン ド プロ ンプ 
卜 上では、 ADDDRV コマン ドを 実行し デバイス ドライバを 組み込んだ 場合には、 
“ EXIT ” コマンドで DOS シエ ノレ v 戻る 前に、 必ず DELDRV コマンドを 実行し 組 
み 込んだ デバイス ドライバ' を 取り外し てく ださい 0 

② メモリに 常駐す る プログラムは、 必ず DOS シヱ ルの 起動 前に 組み込んで 使用し 
てく ださい。 


③ DOS シヱ ルの 「プログラム リスト」 に 登録す る 際の 登録 情報の 一つで ある 「 ア 
プリ ケー シヨ ン •ショート •カット. キー」 は、 1 caps 丨 キー およ ひ 1 カナ 1 キーの 状 
態を 含めて 登録され ます。 


注意 j 画面 上に 表示され る 「アプリケーション •ショート •カッ トキ ー」 の 登録 
情報は、 登録され た キー およ ひ キーの 状態に 関わらず、 大文字 
の 英数字と なります。 

【登録 例】 
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④ DOS シェルに SETUP コマン ドで アプリケーションプログラムを 登録した 場合 
「プログラム リス ト」 に 登録で きる タイ ト ルの 文字 数が 最大で 半角 23 文字 （全角 11 
文字） のために、 タイトルの 一部分が 切れて しまう 場合が あります。 このような 
場合は、 DOS シェルの メニューから 「登録 情報」 を オープンして、 タイトルを 修 
正して く ださい。 

⑤ ファイル リストの 「 ドライブ 選択 ウィンド」、 「ディ レクト リツ リー 選択 ウィン 
ド」 の カーソルを 移動し、 ファイル 表示を 行う ドライブ や ディレクトリを 変更し 
て プログラム ファイルを 起動しても カレント ドライブ および カレン ト ディ レクト 
リ は、 変更され ません。 


注意] “ COMMAND . COM ” を 起動したり DOS シェルを 終了した 場合は、 選択 さ 
れ ていた ドライブ および デイ レクト リが カレントと なります。 
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6. その他の 注意事項 


その他、 MS-DOS 5.0 を ご 使用になる 際は 次の ことに ご注意く ださい。 

① 従来の 拡張 メモリ マネージャ （ EMM . SYS および EMM 386. SYS ) では、 ノーマ 
ル モードの 場合、 ページ フレームの アドレスの 指定を 省略す ると B 0000 H が 使用 さ 
れ ましたが、 MS-DOS 5.0 の 拡張 メモリ マネージャ （ EMM . SYS および EMM 386. 
EXE ) では C 0000 H を 使用す るよう 変更され ています。 

② MS-DOS 5.0 では 単文 節 変換 用の 辞書 ファイル （ NECDIC . SYS ) は 提供され てい 
ません。 
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